
「 おおいた教育の日」 エッ セー

　 私にと っ て「 ふる さ と 」 と いう と 、 海と 山に囲ま れ、 自然豊かで居心地が良く 、 そこ に住む人がと ても

あたたかいと いう イ メ ージがある 。

　 私は幼少期、 東海地方に住んでいたため長期休暇になる と 、 祖父母の住んでいる 日出町に帰省する のが

楽し みだっ た。 帰省する と 、 祖父母が畑で作っ てく れた季節の野菜を 収穫し て、 食べさ せてく れる のがと

ても う れし かっ た。 なかでも と う も ろ こ し は私の大好物だ。 ス イ カ割り も 恒例行事だっ た。 桜が咲く 季節

は神社に行っ てお花見を し た。 毎年、 誕生日にハーモニーラ ン ド でバース デーパーティ ーを し ても ら う 事

がと ても う れし かっ た。 私にと っ て、 日頃でき ない事を 経験でき る 特別な場所だっ た。

　 ６ 歳の頃、 父の仕事の関係で引っ 越すこ と になっ た。 生活の場所は少し でも 知っ ている 所にと いう 事で

日出町になっ た。 新し い環境での生活がス タ ート し たが、 周り の人はと ても あたたかく 、 家族みんなすぐ

に慣れていっ た。 そし て、 一生懸命に田んぼや畑つく り を する 祖父母の姿を 近く で実際に見る こ と ができ

た。 田植えの時は、 兄と 一緒に稲を 植える 前の田んぼで走り 回り 、 泥だら けになっ て遊んだ。 そし て、 実

際に田植えも 経験さ せても ら っ た。 水のはっ た田んぼの歩道にホタ ルが沢山いて、 毎年き れいなホタ ルを

見れた。 高齢になり 、 動けなく なっ たひいおばあちゃんにホタ ルを 一匹手のひら に包んで帰り 、 見せてあ

げる と ひいおばあちゃんは笑顔で喜んでく れた。 私はこ のふる さ と の自然を たく さ ん知る こ と ができ た。

　 今年も おじ いちゃん、 おばあちゃんが作っ たと う も ろ こ し は甘く てと ても 美味し かっ た。 し かし 、 私は

最近よ く 思う 事がある 。 あと 何年こ う し て祖父母が作っ た美味し い野菜を 食べら れる かなと 。 私の大切な

思い出はずっ と 心にあり 続ける が、 ふる さ と の景色はど う 変わっ ていく だろ う 。 こ こ 数年で田んぼだっ た

場所に大き な施設が次々と 建てら れ、 水のはっ た田んぼの景色を 見る 事がずいぶん減っ てき た。 私の祖父

も 数年前に病気を し て米作り を やめた。 高齢化と と も に後継者の問題も 関わっ てく る だろ う 。 景色や、 私

を と り ま く 環境が少し ずつ変わっ てき て、 今ま で経験し てき た事がと ても 特別なも のだっ たと 気付く よ う

になっ た。

　 東海から 大分に遊びに来てく れた友達は、 大分っ て最高と 言っ てく れる 。 私はそんなふる さ と がと ても

大好き だ。 今の私にはま だ大き な事はでき ないが、 ふる さ と の自然や文化を 大切にし 町の良さ を 友達に伝

える 事、 そんな小さ なこ と から 未来は動き 出す気がする 。 他の地域で生活し た経験がある から こ そ、 比較

し てみれる 材料にも なる と 思う 。

　 私の将来の夢は、 医療関係の仕事につく こ と だ。 医療の知識や技術を 身につける 事はも ちろ んである

が、 ま ずは、 人間対人間の関わり がと ても 重要になっ てく る と 思う 。 こ れま であたたかく 接し てく れた地

域の方達のよ う に、 私も 心あたたかい人間に成長し ていき たい。 そし て、 仕事を 通じ て地域の方と も なん

ら かの形で接し ていけたら いいなと 考える 。 それが、 今の私にでき る ふる さ と への恩返し だと 思う 。

　 ふる さ と を 想い、 行動する 人が一人でも 増えれば、 かなら ずその町の未来にと っ て大き な力になる はず

だ。

　 ふる さ と の未来を 明る く する 一歩を 私自身が踏み出し ていき たい。
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